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2026年５月 15日 

各 位 

会 社 名 Ｎ Ｉ Ｔ Ｔ Ｏ Ｋ Ｕ 株 式 会 社 

代 表 者 代表取締役 社長執行役員 CEO 笹 澤 純 人  

 （コード番号 6145 東証スタンダード） 

問合せ先 執行役員 経営企画室長 飯 野   将 

 （ＴＥＬ 048-615-2109） 

 

2026年３月期 業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

2026年３月期の通期業績予想につきまして、2026年２月 13日に公表した連結業績予想および

個別業績予想と、本日公表の同実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

記 

 

１．2026年３月期 連結業績予想数値と実績数値との差異 

（2025年４月１日～2026年３月 31日） 

 

 

２．2026年３月期 個別業績予想数値と実績数値との差異 

（2025年４月１日～2026年３月 31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する

当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前回予想（Ａ） 41,000 4,600 4,600 2,600 154.09

実績値（Ｂ） 42,412 5,439 5,492 3,439 203.85

増減額（Ｂ－Ａ） 1,412 839 892 839

増減率（％） 3.4 18.3 19.4 32.3

（ご参考）前期通期実績
（2025年３月期通期）

33,268 1,119 1,225 1,307 73.97

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 円銭

前回予想（Ａ） 30,000 3,300 1,900 112.60

実績値（Ｂ） 29,820 3,860 2,589 153.47

増減額（Ｂ－Ａ） △ 179 560 689

増減率（％） △ 0.6 17.0 36.3

（ご参考）前期通期実績
（2025年３月期通期）

19,646 2,442 2,362 133.59
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３．業績予想数値と実績数値との差異の理由 

連結業績については、次期に予定していた売上が今期へ前倒しになったことや、中国・ベトナ

ム等の海外子会社における売上の増加、また、価格転嫁及びコスト削減等の取り組みが奏功した

等から、当連結会計年度における売上および利益については過去最高となり、その結果、売上・

利益ともに前回予想より増加いたしました。 

 個別業績については、前回の業績予想公表以降、難易度の高い案件対応による検収及び売上の

後ずれが発生し、売上が前回予想を下回った一方、米国向けの案件等において価格転嫁及びコス

ト削減等の取り組みが奏功し、想定よりも高い利益を確保できたこと等から、利益については、

前回予想より増加いたしました。 

 

 

以 上 


